
区分

早熟
(トンネル）

半促成

半促成

抑制

促成

半促成

促成

抑制

露地
普通

トンネル

冷涼地

中間地

暖地

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

ハウス 収穫播種 定植温床育苗

無加温
加温

加温
加温

加温
加温

加温

121

５章　野菜類

キュウリ　英名：Cucumber　分類：ウリ科キュウリ属に属するつる性野菜
　学名：Cucumis sativus L.

・��原産地：ヒマラヤ山麓、及びインド付近。
・�温度適応性：温和な気候に適し温度変化に敏感で低温に弱い。霜に一度あうだけでも枯死する。
・発芽適温：最適温度 25 ～ 30℃。
・生育適温：昼間 25 ～ 28℃、夜間 13℃、地温の適温 20℃。
・光適応性：比較的強光を必要とする。弱い光は生育を抑制し、収量や品質が低下する。
・�土壌適応性：キュウリの根は、浅根性で酸素要求量が大きい。深耕や有機質の投入により、
膨軟で耕土の深い土壌が望ましい。
・土壌酸度適応性：弱酸性～中性（ph5.5 ～ 7.0）。
・�花芽分化：中性植物。花芽はいかなる環境条件下でも分化するが、雌雄花の比率は基本的
には遺伝的特性に由来するので、系統や品種間で差がある。しかし、生育環境条件によっ
ても左右され、栽培時期が異なると雌花の着生は大きく異なる。低温 ･短日条件期の栽培
では、雌花の着生率が高まり、高温 ･長日期では、雌花の着生率は低くなりやすい。

・作型別栽培方法
（１）�促成栽培：10 ～ 12月初旬播種、年内定植の加温施設栽培。長期間の草勢維持のため潅水

及び肥培管理に重点をおき、低温伸張性と着果性の安定のしている品種を使用する。
（２）�半促成栽培：12 ～ 2月播種、1月以降に定植する加温施設栽培。若苗を定植し、初期の草

勢を強めに管理、側枝の発生を容易にする。収穫が始まるころ温度も上昇してくる。
（３）�早熟栽培：3 月上旬～中旬播種、4月上旬～中旬定植のトンネル栽培。晩霜の心配がなく

なるまで、トンネル内で地這いで栽培し、その後誘引する。
（４）�普通栽培：4 月中旬播種、5月上旬～中旬定植の栽培。晩霜のなくなった時期に定植し、

夏秋にかけて収穫する。冷涼地の露地・夏秋雨よけ栽培に相当し、夏秋の主な作型である。
（５）�抑制栽培：7 ～ 8月に播種、8～ 9月定植の栽培。ハウスによる無加温栽培と収穫後半を

加温する施設栽培がある。播種期が高温期であるため、アザミウマ及びアブラムシなどの
防除が重要である。


